
兄から弟たちに受け継がれ
たバットは2本に。

元気いっぱい白球を追い掛ける亮太君、幸呼さん、幸輔君（左から）

3 人そろって
　　　　 野球に夢中

ー
チ
を
務
め
る
「
青
山

少
年
野
球
」
で
キ
ャ
プ

テ
ン
を
務
め
た
。幸
輔

君
、
幸
呼
さ
ん
も
兄
の

背
中
を
追
っ
て
、
小
学

校
入
学
時
に
同
チ
ー

ム
に
。現
在
は
、
兄
妹

そ
ろ
っ
て
の
レ
ギ
ュ

ラ
ー
定
着
を
目
指
し

て
い
る
。

野
球
一
家

　
西
村
さ
ん

家
族
は
、
中
学

か
ら
大
学
ま

で
野
球
部
だ

っ
た
父
親
の

伊賀市桐ヶ丘

西村 亮太君、幸輔君、
幸呼さんきょうだい

　
現
在
青
山
中
学
校

1
年
で
野
球
部
に
所

属
し
、
放
課
後
は
毎
日

野
球
漬
け
の
兄
、
亮
太

君
。今
年
の
3
月
末
ま

で
は
父
が
ヘ
ッ
ド
コ

村
亮
太
君
、
幸
輔
君
、

幸
呼
（
こ
こ
）
さ
ん
の

3
き
ょ
う
だ
い
は
、
同

じ
夢
に
向
か
っ
て
大

好
き
な
野
球
の
練
習

に
励
ん
で
い
る
。

　「
目
指
す
は
プ
ロ
野

球
選
手
」。夏
の
日
差

し
が
照
り
付
け
る
中
、

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
で

汗
を
流
す
選
手
た
ち
。

伊
賀
市
桐
ヶ
丘
の
西

幸
太
郎
さ
ん
、
高
校
時

代
に
野
球
部
の
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
を
務
め
た

母
親
の
絵
理
子
さ
ん
、

少
年
野
球
に
汗
を
流

す
子
ど
も
た
ち
と〝
野

球
一
家
〞。甲
子
園
で

の
高
校
野
球
観
戦
は

毎
年
の
恒
例
行
事
で
、

子
ど
も
た
ち
は
小
さ

い
頃
か
ら
野
球
が
身

近
だ
っ
た
と
い
う
。

毎
朝
素
振
り

　
　
　
1
0
0
回

　
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー

ム
で
の
練
習
に
加
え
、

3
人
は
毎
朝
、
両
親
か

ら
の
練
習
メ
ニ
ュ
ー

「
素
振
り
1
0
0
回
と

縄
跳
び
」
を
こ
な
し
、

時
に
は
ゴ
ム
チ
ュ
ー

ブ
を
使
っ
た
投
球
練

習
な
ど
も
。兄
2
人
と

同
じ
練
習
を
、
頑
張
り

屋
で
負
け
ず
嫌
い
と

い
う
妹
の
幸
呼
さ
ん

も
一
緒
に
こ
な
す
そ

う
だ
。

　「
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が

好
き
。打
て
た
ら
気
持

ち
が
い
い
」
と
声
を
そ

ろ
え
る
3
人
。夢
に
向

か
っ
て
汗
を
流
す

日
々
は
続
く
。

　
青
山
少
年
野
球
で

は
、
新
メ
ン
バ
ー
を
募

集
し
て
い
る
。野
球
を

一
緒
に
楽
し
め
る
小

学
6
年
生
ま
で
の
人

な
ら
、住
所
、年
齢
、性

別
不
問
。会
費
は
月

1
0
0
0
円
。

　
問
い
合
わ
せ
は
西

村
さ
ん（
℡   

0
9
0
‐

8
4
2
0
‐
3
4
0
1

）ま
で
。お亀の湯入浴券・

プロ野球チケット
プレゼント
※3ページをご覧ください。

J U L Y  2 7 ,  2 0 1 3
配布エリア：名張市・伊賀市青山地区
発行：株式会社 アドバンスコープ
〒518-0444 三重県名張市箕曲中村18番地の 2
TEL.0595-64-7821/FAX.0595-64-5202
e-mail: guide@asint.jp
URL: http://www.nava.jp/
毎月２回発行（第２・4 土曜日）
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(木)
を

地
域
に
新
し
い

        

音
楽
を
発
信

地
域
に
新
し
い

        

音
楽
を
発
信

管
理
、
音
響
を
ま
か
さ

れ
た
。

　
D
J
・
S
H
I
B
A

と
し
て
、
ス
テ
ー
ジ
に

も
出
演
。「
ト
ッ
プ
バ

ッ
タ
ー
だ
っ
た
の
で
、

始
ま
り
を
意
識
し
た

曲
を
流
し
ま
し
た
。そ

の
曲
に
合
わ
せ
年
配

の
女
性
が
踊
っ
て
い

る
姿
を
見
て
、
新
し
い

音
楽
の
楽
し
さ
を
伝

え
ら
れ
た
と
感
じ
た
」

と
芝
川
さ
ん
。

　
イ
ベ
ン
ト
運
営
で

は
、
ト
ラ
ブ
ル
が
無
く

円
滑
に
１
日
を
終
え

る
こ
と
を
第
一
優
先

に
運
営
し
た
そ
う
。「
雲

の
上
の
存
在
で
、
憧
れ

伊
賀
市
柘
植
町
　
芝
川 

祐
介
さ
ん

の
D
J
の
真
横
で
、
自

分
が
音
響
の
調
整
を

し
、
地
元
の
観
客
を
盛

り
上
げ
る
。非
日
常
的

な
経
験
で
し
た
。そ
の

場
に
立
ち
会
え
、
や
っ

人生楽しむ歌を

　
昨
年
秋
に
初
開
催

さ
れ
た「
伊
賀
忍
者
音

楽
祭
〜IG

AN
IN
JA

RO
CK  FES  12

〜
」。

全
国
的
に
活
躍
し
て

い
る
バ
ン
ド
や
D
J

が
出
演
。出
演
者
目
当

て
の
観
客
は
も
ち
ろ

ん
、
地
域
の
人
々
を
も

魅
了
し
た
。今
年
も
開

催
に
向
け
て
期
待
が

集
ま
っ
て
い
る
。

　
伊
賀
市
柘
植
町
の

芝
川
祐
介
さ
ん
は
週

末
、
大
阪
を
拠
点
に

D
J
と
し
て
活
動
し

て
い
る
。イ
ベ
ン
ト
を

主
催
し
た
経
験
を
買

わ
れ
、
昨
年
の
ス
テ
ー

ジ
で
D
J
ブ
ー
ス
の

　
家
の
中
か
ら
聞
こ
え
る
ミ
シ
ン
の

音
。か
ば
ん
職
人
の
塩
田
時
子
さ
ん
が

作
品
づ
く
り
に
取
り
組
む
、名
張
市
丸

之
内
の
工
房
「atelier  Yazd

（
ア
ト

リ
エ　
ヤ
ズ
ド
）」は
、昔
な
が
ら
の
風

情
を
残
す
旧
市
街
地
の
長
屋
。工
房
オ

ー
プ
ン
か
ら
1
年
余
り
。古
民
家
か
ら

発
信
す
る
作
品
の
数
々
は
、評
判
を
呼

ん
で
い
る
。

　
リ
ュ
ッ
ク
や
シ
ョ
ル
ダ
ー
バ
ッ
ク

な
ど
、作
品
に
使
う
材
料
の
多
く
は
外

国
の
軍
用
品
な
ど
の
素
材
。塩
田
さ
ん

は
「
日
本
の
も
の
と
雰
囲
気
が
違
う

し
、
生
地
が
強
い
。自
分
の
行
け
な
い

国
を
感
じ
て
も
ら
う
の
も
良
い
か
も
」

と
お
す
す
め
ポ
イ
ン
ト
を
話
す
。

　
作
品
に
は
、
イ
ラ
ン
の
織
物「
キ
リ

ム
絨
毯（
じ
ゅ
う
た
ん
）」の
模
様
を
刺

し
ゅ
う
と
し
て
入
れ
る
。「
魔
除
け
」を

表
す
目
の
形
を
模
し
た
も
の
や
、「
幸

福
・
長
寿
」な
ど
を
表
す
水
の
流
れ
を

表
し
た
の
も
の
な
ど
を
、「
目
立
ち
過

ぎ
な
い
よ
う
に
、
さ
り
げ
な
く
」入
れ

る
の
が
こ
だ
わ
り
だ
と
い
う
。

長屋から作品を発信

　
販
売
の
仕
事
を
し
て
い
た
中
、30
歳

を
前
に
も
の
づ
く
り
を
し
た
い
と
一

念
発
起
し
、か
ば
ん
職
人
の
世
界
に
飛

び
込
ん
だ
塩
田
さ
ん
。工
房
名
の

「
Y
a
z
d
」
は
10
年
前
に
友
人
を
訪

ね
て
旅
し
た
イ
ラ
ン
の
町
の
名
前
。そ

の
町
で
見
た
風
景
に
感
銘
を
受
け
、決

意
を
新
た
に
し
た
そ
う
だ
。

　
現
在
は
、市
内
を
は
じ
め
神
戸
の
カ

フ
ェ
や
雑
貨
店
な
ど
で
作
品
を
販
売

し
て
い
る
。「
今
後
は
、地
元
で
発
信
し

て
い
く
と
と
も
に
、大
阪
や
奈
良
な
ど

で
も
個
展
な
ど
を
開
い
て
み
た
い
」と

に
こ
や
か
に
話
し
た
。

かばん職人　塩田 時子さん

て
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
し
た
」

　
今
後
に
向
け
て
「
普

段
、
触
れ
る
こ
と
の
な

い
種
類
の
音
楽
を
地

域
か
ら
発
信
し
た
い
。

ピ
ア
ノ
の
指
導
を
受

け
て
い
た
先
生
の
勧

め
で
音
楽
科
の
あ
る

高
校
へ
進
学
し
、
以
来

歌
の
道
に
ま
っ
し
ぐ

ら
。音
大
を
卒
業
後
、

名
張
に
嫁
ぐ
約
6
年

前
ま
で
は
、
名
古
屋
市

を
拠
点
に
、
舞
台
出
演

な
ど
で
全
国
を
駆
け

回
っ
て
い
た
と
い
う
。

〝
お
な
か
か
ら
笑
っ
て

歌
う
〞が
モ
ッ
ト
ー
。

「
よ
く
食
べ
、
よ
く
寝

て
、
よ
く
笑
う
。健
康

で
な
い
と
良
い
声
は

出
ま
せ
ん
」

　
声
楽
家
と
し
て
の

他
に
、
名
張
市
の
合
唱

団
「
ヴ
ォ
ー
カ
ル
ア
ン

サ
ン
ブ
ル　
ロ
ン
ド
」

の
指
導
や
名
古
屋
市

の
大
学
で
教
壇
に
立

つ
な
ど
、
忙
し
い
毎

日
。10
月
に
伊
賀
市
文

化
会
館
で
開
か
れ
る

京
都
市
交
響
楽
団
の

公
演
で
は
、
ソ
リ
ス
ト

と
し
て
出
演
を
予
定

し
て
い
る
。久
保
田
さ

ん
は
「
音
楽
を
通
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が

自
分
の
人
生
や
世
の

中
を
見
つ
め
て
、
歌
で

人
生
を
楽
し
ん
で
も

ら
い
た
い
」
と
歌
へ
の

思
い
を
話
し
た
。

田
道
子
さ
ん
。美
し
い

ソ
プ
ラ
ノ
で
歌
う
曲

の
数
々
は
、
幅
広
い
世

代
の
人
た
ち
の
感
動

を
呼
ん
で
い
る
。

　
多
く
の
観
客
に
共

感
し
て
も
ら
え
る
と
、

童
謡
や
唱
歌
を
歌
う

の
が
好
き
と
い
う
久

保
田
さ
ん
。舞
台
で
は

「
足
を
運
ん
で
く
れ
て

い
る
人
み
ん
な
に
歌

を
届
け
た
い
」
と
の
思

い
か
ら
、
客
席
の
一
人

ひ
と
り
の
顔
を
見
て

歌
う
こ
と
を
心
掛
け

て
い
る
そ
う
だ
。

　
名
古
屋
市
出
身
で
、

中
学
校
時
代
は
合
唱

部
に
所
属
。高
校
受
験

を
間
近
に
控
え
た
頃
、

　
伊
賀
地
域
や
県
内

外
の
ス
テ
ー
ジ
で
艶

や
か
な
歌
声
を
披
露

す
る
、声
楽
家
の
久
保

声楽家　久保田 道子さん

イガロックの仲間たちシリーズ

一
人
で
も
多
く
の
人

に
足
を
運
ん
で
も
ら

い
、
共
感
を
得
る
こ
と

で
地
元
を
盛
り
上
げ

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
」

と
話
し
た
。

’
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あ
る
な
ど
、
子
ど
も
が

大
好
き
。「
子
ど
も
た

ち
に
音
楽
の
楽
し
さ

を
伝
え
た
い
」
と
1
年

前
に
教
室
を
開
い
た
。

　
現
在
は
、
心
身
の
発

達
に
合
わ
せ
、
4
ク
ラ

ス
を
開
講
。マ
マ
に
抱

音楽で
楽しく学んで
音楽で
楽しく学んで

か
れ
て
リ
ズ
ム
を
感

じ
る
1
歳
ま
で
の
ク

ラ
ス
か
ら
、
3
歳
以

上
、
就
学
前
の
子
ど
も

た
ち
の
ク
ラ
ス
ま
で

で
、
多
く
の
子
ど
も
た

ち
が
学
ん
で
い
る
。

　
教
室
で
は
、
表
情
も

身
振
り
手
振
り
も〝
オ

ー
バ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
〞

が
こ
だ
わ
り
と
い
う

山
本
さ
ん
。「
子
ど
も

た
ち
が
ニ
コ
ニ
コ
動

い
て
い
る
の
を
見
る

と
う
れ
し
く
な
る
し
、

も
っ
と
リ
ト
ミ
ッ
ク

の
楽
し
さ
を
伝
え
て

い
き
た
い
で
す
ね
」

　
教
室
の
問
い
合
わ

せ
は
山
本
さ
ん
（
℡ 

0
8
0
‐
4
5
4
3
‐

7
4
0
3
、E
メ
ー
ル

rito-happy.y@
i.softbank.jp

）へ
。

オーダーも請け負う塩田さん。「お客さんからの新鮮な感覚が勉強になります」
問い合わせはアトリエヤズド塩田さん（℡ 42-8378）まで。

ま
る
で
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
は
ニ
コ
ニ
コ
楽
し
そ
う
だ
。

な
子
ど
も
た
ち
。「
音

楽
や
音
か
ら
、
瞬
時
の

行
動
や
、
動
き
方
を
学

ん
で
い
き
ま
す
」

　
音
大
卒
で
、
2
人
の

子
ど
も
の
マ
マ
で
あ

る
山
本
さ
ん
は
、
保
育

所
で
の
勤
務
経
験
も

た
ち
の
笑
顔
で
い
っ

ぱ
い
だ
。

　
ピ
ア
ノ
の
ス
ピ
ー

ド
に
合
わ
せ
て
、
走
っ

た
り
、
止
ま
っ
た
り
。

ま
た
、
音
に
合
わ
せ
て

手
拍
子
を
し
た
り
、
歌

っ
た
り
と
楽
し
そ
う

　
リ
ズ
ム
の
良
い
音

楽
と
と
も
に
聞
こ
え

る
、
明
る
い
声
―
―
。

名
張
市
鴻
之
台
の
山

本
早
苗
さ
ん
は
、
音
楽

を
使
っ
た
幼
児
教
育

「
リ
ト
ミ
ッ
ク
」
の
講

師
。教
室
は
、
子
ど
も

名張市鴻之台　山本 早苗さん

Ｖ.Ｉ.Ｐ.
うちの

very in
teresti

ng pet’
ｓ

うちのV.I.P.写真募集！
自慢のペット写真をお送りください！
住所・氏名・ご連絡先・ペットの名前・性別・ひとこと
（30文字以内）を添えて、郵送またはEメールで下
記のあて先までお送りください。
※写真はご返却できませんので、あらかじめご了承ください。

※ご応募いただいた写真を含む個人情報等は、本紙への掲載のみに利用し、他の目的で使用することはありません。

【あて先】

〒518-0444 名張市箕曲中村18-2
㈱アドバンスコープ
 メディア事業部「nava ＶＩＰ」係
Eメール：guide@asint.jp

名張市百合が丘／ルキ くん
キメポーズ♪

名張市新町／ ルパン くん常にお腹空いてる超食いしん坊!!何でも食べます。

滋賀県／ ポッキー くん ・ クッキーちゃん

ニンニン！おしゃれでしょ？
あーごくらく、ごくらく。

曽爾高原では
ヒマワリが見頃

〈ハガキ〉〒518-0444  名張市箕曲中村18‐2
　　　　㈱アドバンスコープ　メディア事業部 
　　 　  「nava  入浴券プレゼント」係
〈Ｅメール〉   guide@asint.jp　〈FAX〉   64-5202

※当選の発表は、賞品の発送をもって代えさせていただきます。
※個人情報は抽選および賞品の発送以外には使用いたしません。

住所・氏名・年齢・連絡先を明記の上、ご応募ください。

2013年８月２日（金） 消印有効
あ
て
先 

〈ハガキ〉〒518-0444  名張市箕曲中村18‐2
　　　　㈱アドバンスコープ　メディア事業部 
　　 　  「nava  野球チケットプレゼント」係
〈Ｅメール〉   guide@asint.jp　〈FAX〉   64-5202

※当選の発表は、賞品の発送をもって代えさせていただきます。
※個人情報は抽選および賞品の発送以外には使用いたしません。

住所・氏名・年齢・連絡先を明記の上、ご応募ください。

2013年８月２日（金） 消印有効
あ
て
先 

野球チケットプレゼント野球チケットプレゼント
曽爾高原温泉

お亀の湯　入浴券プレゼント
ペア
１組に

ペア

5組に

中日ドラゴンズ×阪神タイガース

4000～ 5000 本のヒマ
ワリが８月上旬まで咲
き誇ります。

8月23日 (金 )
ナゴヤドームにて
18:00試合開始



　夏真っ盛りで、子どもたちはいよいよ夏休みがスタート！！
　この夏家族でお出掛けして、思い出づくりにいろんな体験してみませんか？
　伊賀、名張近郊でもステキな体験ができるスポットはたくさん♪
　この夏は、いっぱい思い出をつくりましょう☆

ステキ体験 してみよう！

隠れ里で
忍者修業を体験！

◆忍者の森
　赤目四十八滝のふもと。かつて忍者た
ちも修業をしたと伝えられる赤目の滝で、
忍者衣装を身にまとい、手裏剣術や侵入
術、水ぐもの術など、伊賀流忍者の技を体
験しよう。

鉄製手裏剣を丸太の
的目掛けて。迷わず、
目を離さず打つべし！

厳しい修業を終えた
ら、忍者文字で書か
れた免許皆伝の巻物
が。君もこれで立派な
忍者！

綱を使って、敵の屋敷
に侵入。ロープを持つ
足に力が入ると、すぐ
にクルっと回っちゃう
ので注意してね。

夏限定の川渡り修業
はバランス感覚が重
要。チャレンジする 3
人に 2 人は水の中に
落ちる、忍者の森で最
難関の修業です。

案内人
　赤目忍者　菜々さん

【料金】 中学生以下　1,500 円
　　　 小学生未満　1,350 円
　　　 大人　1,700 円
　　　（いずれも忍者衣装代、
　　　　　　　赤目四十八滝入山料込み）
　　　※7歳未満の子どもは保護者同伴
【所要時間】 約 90分
【スタート時間】 10：30、13：30
　　　　（スタート1時間前までに要予約）
【住所】 名張市赤目町長坂 861－1
【問い合わせ・予約】 0595-64-2695

忍者の森data

真剣勝負

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

水ぐもの術修行
侵入術修行

手裏剣術修行
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伊賀伝統の技
　くみひも作りに
　　　 チャレンジ！

◆伊賀くみひもセンター　組匠（くみ）の里
　和装には欠かせない、伊賀を代表する伝統工芸
品。絹糸に金銀糸を組み合わせて作る「伊賀くみ
ひも」を、自分の手で織ってブレスレットやキーホ
ルダーを作ってみよう。

県
組
紐
協
同
組
合

専
務
理
事　
平
岡
正
博
さ
ん

糸玉は糸を指でひっ
かけて持つのがポイ
ント。体験は、スタッフ
がポイントなどをお教
えするので、家族みん
なで楽しんでもらえ
ますよ。

ブレスレット、キーホルダー
など、どれも約 30分で出来
上がります。作ってすぐに持
って帰れるので、お土産やプ
レゼントにもいいですね。

【料金】 1 人　1,000 円
【所要時間】 約 30分
【予約】 6 人までは当日現地申込み可
　　　 7 人以上は要予約
【住所】 伊賀市四十九町 1929-10
【問い合わせ・予約】 0595-23-8038

伊賀くみひもセンター　組匠の里　
　　　　　　　　　くみひも体験data

完成品

対角線上の糸を交差させて
いくと、台の穴の下にきれ
いなくみひもが♪

●●●●●●●ほかにも近場でこんな体験ができるよ♪●●●●●●●

★
お
や
つ
カ
ン
パ
ニ
ー
工
場
見
学

【
住
所
】津
市
森
町
2
2
3
4
‐
1 

森
工
場
団
地
内

【
予
約
】完
全
予
約
制
、受
付
期
間
は
見
学
希
望
日
の

　
3
カ
月
前
か
ら
2
週
間
前
ま
で
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.oyatsu.co.jp/tour/

か
ら
申
し
込
む
。

【
見
学
日
】毎
週
金
曜
日
午
後
3
時
〜（
2
〜
14
人
）

【
料
金
】無
料

【
問
い
合
わ
せ
】0
5
9
‐
2
9
3
‐
5
8
4
0（
夏
季
休

　
暇
、祝
日
を
除
く
月
〜
金　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
）

【
住
所
】奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村

【
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
】近
鉄
飛
鳥
駅
前
、
石
舞
台
古
墳
前

　
な
ど
に
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
店
あ
り
。1
日
レ
ン
タ
ル
で

　
土
日
祝
1
0
0
0
円
、平
日
9
0
0
円
。

【
問
い
合
わ
せ
】0
7
4
4
‐
54
‐
2
4
4
1

　
「
ベ
ビ
ー
ス
タ
ー
ラ
ー
メ
ン
」
の
製
造
工

程
が
見
ら
れ
る
、
人
気
の
工
場
見
学
ス
ポ

ッ
ト
。試
食
と
う
れ
し
い
お
土
産
付
き
。

★
う
だ
・
ア
ニ
マ
ル
パ
ー
ク

　
動
物
た
ち
と
触
れ
合
い
、
学
べ
る
公
園
。ヤ
ギ
や

ヒ
ツ
ジ
、
ポ
ニ
ー
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
な
ど
が
飼
育
さ

れ
、
バ
タ
ー
作
り
体
験
や
ポ
ニ
ー
乗
馬
体
験
、エ
サ

や
り
体
験
な
ど
が
で
き
ま
す
。

【
住
所
】奈
良
県
宇
陀
市
大
宇
陀
小
附
7
5
‐
1

【
入
園
料
】無
料

【
開
園
時
間
】午
前
9
時
〜
午
後
5
時

【
休
園
日
】月
曜
日（
月
曜
が
休
日
の
場
合
は
開
園
し
、翌
平
日
を
休
園
）

【
問
い
合
わ
せ
】0
7
4
5
‐
87
‐
2
5
2
0

●
バ
タ
ー
作
り
体
験

料
金
1
人
3
0
0
円
。毎
日
午
前
10
時
半
、
午
後
1

時
、3
時
に
実
施
。当
日
事
前
受
付
。

●
ポ
ニ
ー
乗
馬
体
験

毎
日
午
後
1
時
15
分
、
2
時
半
の
2
回
。当
日
事
前

受
付
。※
乗
馬
体
験
は
3
歳
以
上
小
学
6
年
生
以
下
（
体

重
50
㌔
以
下
）の
お
子
様
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

★
国
営
飛
鳥
歴
史
公
園

　
蘇
我
馬
子
の
墓
と
い
わ
れ
る
石
舞
台
古
墳
や
、亀

の
形
に
似
た
巨
大
な「
亀
石
」、猿
の
よ
う
な
顔
が
彫

ら
れ
た「
猿
石
」な
ど
、
不
思
議
な
古
代
遺
跡
や
神

社
・
仏
閣
が
多
い
明
日
香
村
。レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
で

巡
っ
て
、古
都
に
思
い
を
は
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

nava5
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あ
る
も
の
を
生
か
し
て

　
　
　
　
町
お
こ
し
を
！

苦しむ人々のために

コミュニティラジオ「FMなばり
(通称：なばステ)」に出演したゲ
ストや、ラジオで紹介したお店な
どの情報をお届けします。

のページ

メッセージ・
　　　リクエスト
お待ちしてます!!

し
た
」。

　
く
し
く
も
今
年
は

名
張
小
学
校
創
立
１

４
０
年
、
校
歌
制
定
80

年
の
節
目
の
年
だ
っ

た
。た
く
さ
ん
の
協
力

者
が
現
れ
、
迎
え
た
当

日
。た
っ
た
一
人
で
始

ま
っ
た
「
ふ
る
ま
ち
応

援
団
」
の
ア
イ
デ
ア
か

ら
４
５
０
人
の
大
合

あなたの定番屋台・好きな屋台は何ですか？
『なるほど！ NABARI』（月～木 16：00～19：00放送）の各ナビゲーターが
１つのテーマからトークを展開する「○○な話」のコーナー。
木曜日は地域の声をお届けします！
掲載したみなさんのインタビューは8月1日(木)に放送します☆

マルマル

ふ
る
ま
ち
応
援
団
　
小
島 
敏
孝
さ
ん

【上】農業体験中の子
どもたちと

【右】アフガニスタン
で活動中の羽鹿さん

優しい語り口の中に、思いを込めて話す小島さん。（6月20日「な
ばす亭」にて放送）　
問い合わせは090-9493-9657まで。

説得力のある分かりやすい口調で話す羽鹿さん。（6月25日
「なばす亭」にて放送）
農業体験受け入れ、お米（有機・無農薬）の販売も行う。詳細は
hidehajika@nifty.comまで。

小島さんが実行委員長をつとめ 6 月 14 日
に行われた「世代を超えて名小の校歌を歌う
つどい」では、幻のメロディ「桔梗が丘行進曲」
の合唱が実現。90 代の女性からの聞き取り
で復活したメロディ。「当時10歳だったその
方に出会えた奇跡。目に見えないバトンを渡
された思いがしました」

唱
が
実
現
し
た
。

　
「
こ
こ
数
年
、
体
調

を
崩
し
て
弱
っ
て
い

た
の
で
、
こ
の
ま
ち
の

こ
と
を
自
分
の
パ
ー

ト
ナ
ー
兼
ラ
イ
バ
ル

に
見
立
て
て
、
ま
ち
と

私
で
元
気
を
取
り
戻

す
競
争
を
し
よ
う
と

思
い
ま
し
た
。ど
う
せ

い
つ
か
は
不
時
着
な

ら
、
ダ
メ
も
と
で
飛
ぶ

し
か
な
い
」
と

ま
ち
な
か
に
あ

る
も
の
を
掘
り

起
こ
し
、
お
金

を
か
け
ず
に
楽

し
む
。小
島
さ

ん
か
ら
繰
り
出

さ
れ
る
こ
れ
か

ら
の
ア
イ
デ
ア

に
さ
ら
に
注
目

し
た
い
。

　
大
阪
で
会
社
勤
め

を
し
て
い
た
羽
鹿
さ

ん
が
名
張
で
有
機
・

無
農
薬
の
「
オ
デ
ィ
農

園
」
を
開
く
ま
で
に

は
、
貫
か
れ
た
一
つ
の

思
い
が
あ
っ
た
。

　
経
済
を
良
く
す
る
こ

と
で
み
ん
な
が
幸
せ
に

な
れ
る
よ
う
に
と
、
中

小
企
業
診
断
士
の
資
格

を
取
得
。バ
ブ
ル
崩
壊

後
、
経
営
が
必
ず
し
も

弱
者
の
た
め
に
な
ら
な

い
と
い
う
矛
盾
を
感

じ
、
青
年
海
外
協
力
隊

員
と
し
て
ニ
カ
ラ
グ

ア
へ
。そ
こ
で
、1
0
0

年
に
一
度
と
い
う
ハ

リ
ケ
ー
ン
に
遭
遇
し

た
。最
も
貧
し
い
人

た
ち
が
最
大
の
被
害

を
受
け
て
い
る
、
ま

た
環
境
問
題
に
よ
っ

て
、
経
済
利
益
と
は

無
縁
の
人
々
が
苦
し

ん
で
い
る
現
実
を
目

の
当
た
り
に
し
、
経

済
先
行
の
支
援
に
疑

問
を
持
つ
よ
う
に
な

っ
た
。

　
帰
国
後
は
、
パ
ナ
マ

で
協
力
隊
員
の
ま
と

め
役
と
し
て
３
年
、
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
難

民
支
援
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
３
年
働
い
た
。そ

こ
で
も
ま
た
、
社
会
の

最
底
辺
の
人
々
が
干

ば
つ
な
ど
環
境
問
題

で
苦
し
む
姿
を
見
た
。

団
」を
結
成
し
た
。

　
そ
の
取
り
組
み
の

ひ
と
つ
と
し
て
、「
旧

市
街
地
に
住
む
ま
ち

な
か
の
人
の
ほ
と
ん

ど
が
歌
う
こ
と
の
で

き
る
名
張
小
の
校
歌

に
着
目
し
、
こ
れ
を
世

代
を
超
え
て
歌
う
こ

と
で
ま
ち
が
元
気
に

な
る
！  

と
直
感
し
ま

　
生
ま
れ
も
育
ち
も

名
張
市
丸
の
内
。生
粋

の
〝
ナ
バ
リ
ス
ト
〞を

自
認
す
る
小
島
敏
孝

さ
ん
。

　
昨
年
３
月
、
体
調
を

崩
し
て
退
職
し
た
こ

と
を
機
に
、
生
ま
れ
育

っ
た
旧
市
街
地
の
元

気
を
取
り
戻
し
た
い

と
「
ふ
る
ま
ち
応
援

オディ農園　羽鹿 秀仁さん

　
環
境
問
題
に
つ
い

て
各
地
で
講
演
も
行

っ
て
き
た
羽
鹿
さ
ん
。

「
そ
う
い
う
自
分
自
身

は
何
を
し
て
い
る
の

か
」
と
、
自
分
へ
の
問

い
か
け
に
対
し
て
出

し
た
答
え
が
就
農
へ

の
道
だ
っ
た
。「
奪
う

こ
と
を
少
な
く
し
て

作
る
こ
と
を
多
く
し

た
い
」。全
て
は
「
世
界

で
苦
し
む
人
々
を
救

い
た
い
」
と
い
う
一
つ

の
思
い
か
ら
。

　
「
世
界
を
良

く
す
る
に
は
ま

ず
自
分
か
ら
」。

羽
鹿
さ
ん
の
生

き
方
が
、
無
言

で
そ
う
語
っ
て

い
る
。

▲伊賀市別府　三野
さん一家 

◀
名
張
市
緑
が
丘
　
池
野
さ
ん
親
子 

▲伊賀市友生　真吾さん・キラちゃん親子 
▲伊賀市四十九町　宮田さん親子 

▲岡村さん親子 

名張中央公園で
休日を楽しむ皆

さんに

お聞きしました
！
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